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背景と利用目的 

2010 年 4 月に改正土壌汚染対策法が施行され、旧法では対象外であった自

然由来による土壌汚染についても法による規制対象となった。土壌汚染対策法

に定められている物質のうち第二種特定有害物質は自然界に多く存在し、その

処理対策が課題である。第二種特定有害物質により汚染された土壌を処理する

主な手段として汚染土壌のセメント資源化などがあるが、今後、比較的安価な

不溶化処理のニーズが高まることが予想される。 

Roques らにより焼成したドロマイトの排水処理への適用性が示されており、

筆者らは重金属等に汚染された土壌中からの重金属等不溶化材として使用す

る際の最適な焼成条件を見出している。 

 焼成ドロマイトは、Se(Ⅳ)に対し優れた吸着及び不溶化性能があるが、その

メカニズムに関する知見は、非常に少ない。不溶化材と汚染土壌中における重

金属等との化学反応であるため、対象となる重金属等の種類や濃度、存在形態、

土の pH や酸化還元電位、リンなどの共存物質やフミン酸など有機物含有量等

が影響するとされている。よってそれらの影響を低減するには、各種不溶化材

による不溶化メカニズムを解明する必要がある。そこで本研究では、Se(Ⅳ)

を吸着させた焼成ドロマイトについて XAFS による局所構造解析を行い、得ら

れた結果より焼成ドロマイトによる Se(Ⅳ)吸着メカニズムに関する検討を行

った。 



                                    様式 ４ 

実験・解析方法 

試料作製：焼成ドロマイトに固液比 1:100 で 10000 mg/l Se(Ⅳ)溶液を加え、

24 h 振とうし Se(Ⅳ)を吸着させた。その後、凍結乾燥法により試料を乾燥し

分析試料とした。blank として純水を用いて水和させた焼成ドロマイトについ

ても測定した。 

実験：ドロマイトの構成成分であるMgのK吸収端XAFSをSRセンター BL-10を用

いて測定した。分光結晶は、Beryl(10-10)及びKTP(011)を用いた。測定モード

は試料電流による全電子収量(TEY)及び蛍光収量(PFY)にて行った。なお、チャ

ージアップを緩和するために基板にはSiウエハーを用いた。 

   

成果の概要 

Fig. 1 に blank(純水を用いて水和させた焼成ドロマイト)及び Se(Ⅳ)を吸着

させた焼成ドロマイトの Mg-K-XANES スペクトル(TEY)を示す。blank と比較し

Se(Ⅳ)吸着ドロマイトのピークはブロードになるという変化見られた。この結

果から Se(Ⅳ)吸着時には Mg 原子周りの構造に変化があったと考えられる。また

本報告書には記載していないが、blank 及び 100 mg/l 溶液を用い Se(Ⅳ)を吸着

させた焼成ドロマイトの X 線回折チャートからは、CaCO3, CaMg(CO3)2, Mg(OH)2

のピークが確認された。また Se(Ⅳ)と Mg が反応し形成される化合物のピークは

確認されず Se(Ⅳ)吸着の有無で Mg(OH)2 の格子定数に有意差は無かった。これ

らの結果から焼成ドロマイトによる Se(Ⅳ)吸着メカニズムとして亜セレン酸マ

グネシウムの形成及び Mg(OH)2 による共沈によるものである可能性が示唆され

た。 

Fig. 1 Mg-K-XANES スペクトル 
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社会、経済への波及効果の見通し 

今回のトライアル利用により焼成ドロマイトによる Se(Ⅳ)吸着メカニズムに

関する基礎的な知見が得られた。重金属汚染土壌の不溶化処理はそのメカニズ

ムが不明であるため社会的認知が向上していない側面がある。よってこれらの

知見を蓄積していくことで不溶化処理の社会的認知度向上に貢献できるものと

考えられる。 

 


